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全
国
一
般
大
阪
第
64
回
定
期
大
会
が
9
月
30
日

（
土
）
に
大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
で
71
名
が
参
加
し

開
催
さ
れ
た
。
2023
運
動
総
括
、
2024
運
動
方
針
、
予
算
、

新
加
盟
組
合
紹
介
・
激
励
、
地
裁
・
労
働
委
員
会
闘
争
組

合
・
支
部
の
支
援
な
ど
活
発
な
議
論
の
中
で
す
べ
て
の

議
案
を
決
定
し
た
。 

 

大
会
は
、
宇
野
副
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
議

長
に
芝
田
代
議
員
（
東
南
地
域
協
議
会
・
サ
ン
ビ
ー
労

組
）
と
、
眞
田
代
議
員
（
西
大
阪
地
域
協
議
会
・
ア
イ
エ

ス
ケ
ー
労
組
）
を
選
出
し
、
議
事
を
進
め
た
。 

大
会
役
員
を
選
出
後
、
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
福
島
委

員
長
は
、「
世
界
が
逆
回
転
し
て
い
て
、
今
の
政
権
は
憲

法
9
条
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い
て
、
戦
争
が
で
き
る

国
づ
く
り
に
な
っ
て
い
る
。
国
政
・
野
党
に
ど
う
対
峙
し

て
行
く
の
か
、
が
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
今
春
闘
で
は
労

働
者
の
賃
金
が
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
連
合
が

闘
う
姿
勢
が
弱
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
組
織
拡
大
に
つ

い
て
も
現
状
は
厳
し
い
が
、
日
々
の
努
力
で
拡
大
を
め

ざ
し
て
ほ
し
い
。
新
し
い
感
覚
や
世
代
交
代
も
進
め
て

行
き
つ
つ
、
全
国
一
般
の
組
織
拡
大
に
全
力
で
と
り
く

ん
で
い
く
。」
と
激
励
を
し
た
。 

続
い
て
来
賓
の
あ
い
さ
つ
と
し
て
、
全
国
一
般
評
議

会
の
亀
﨑
事
務
局
長
は
「
物
価
高
に
、
賃
上
げ
が
追
い
付

い
て
い
な
い
の
が
現
状
で
、
予
想
を
上
回
る
物
価
高
騰

で
あ
っ
た
。
来
春
闘
は
大
事
な
闘
い
に
な
る
。
ま
た
、
岸

田
首
相
は
労
働
者
に
対
し
て
聞
く
耳
を
持
っ
て
い
な

い
」
と
痛
烈
に
批
判
し
た
。
次
に
自
治
労
府
本
部
の
田
中

副
委
員
長
は
「
自
治
労
府
本
部
も
組
織
が
毎
年
減
少
し

て
い
て
、
原
因
の
究
明
や
活
動
内
容
な
ど
を
検
討
し
て

い
る
。」
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
森
山
浩
行
立
憲
民
主
党

大
阪
府
連
代
表
、
長
崎
由
美
子
社
民
党
大
阪
府
連
代
表
、

木
畑
た
だ
し
堺
市
議
会
議
員
が
順
に
来
賓
の
あ
い
さ
つ

を
行
い
、
激
励
を
し
た
。
小
野
里
大
会
書
記
長
が
64
通

の
祝
電
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
披
露
し
た
。
資
格
審
査
・
議
事
運

営
委
員
会
か
ら
大
会
の
成
立
や
定
数
な
ど
に
つ
い
て
報

告
が
な
さ
れ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

                           

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

報
告
事
項
と
し
て
、
①
2023
年
度
一
般
経
過
報
告
を
太

田
書
記
長
、
②
2023
年
度
会
計
決
算
報
告
を
新
藤
会
計
、

③
2023
年
度
会
計
監
査
報
告
を
西
前
会
計
監
査
が
そ
れ

ぞ
れ
報
告
を
行
っ
た
。 

一
時
間
の
昼
休
憩
後
、
新
加
盟
組
合
の
紹
介
を
前
田

執
行
委
員
が
行
っ
た
。
今
年
度
は
15
組
合
・
支
部
が
加

盟
を
し
た
。
各
々
の
代
表
者
が
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

続
い
て
争
議
組
合
・
闘
争
報
告
が
行
わ
れ
、
内
藤
証
券

労
組
の
不
当
労
働
行
為
救
済
申
立
、
サ
ト
ム
ラ
支
部
の

不
払
い
残
業
代
等
提
訴
の
紹
介
を
し
、
代
表
者
が
報
告

を
し
た
。
こ
の
間
の
物
心
両
面
の
あ
た
た
か
い
支
援
へ

の
お
礼
と
今
後
も
引
き
続
く
支
援
・
激
励
を
訴
え
会
場

カ
ン
パ
を
要
請
し
た
。 

 

続
い
て
議
事
に
入
り
、
太
田
書
記
長
が
第
1
号
議
案

「
2024
運
動
方
針
案
」、
新
藤
会
計
が
第
2
号
議
案
「
2024

財
政
方
針
・
予
算
案
」、
西
村
書
記
次
長
が
第
3
号
議
案

「
2023
年
秋
季
年
末
闘
争
方
針
案
」
を
そ
れ
ぞ
れ
提
起
し

た
。
特
に
2024
運
動
方
針
案
の
運
動
基
調
と
し
て
は
、
①

す
べ
て
の
労
働
者
の
団
結
・
連
帯
で
春
闘
を
強
化
し
再

構
築
を
は
か
ろ
う
、
②
組
織
化
・
組
織
強
化
、
中
小
労

働
運
動
の
継
承
・
発
展
に
全
力
を
上
げ
よ
う
、
③
反
戦
・

反
核
・
護
憲
・
平
和
と
民
主
主
義
を
守
り
育
て
る
と
り

く
み
を
強
め
る
、
な
ど
を
提
起
し
た
。
ま
た
2023
春
闘
総

括
で
は
、
昨
年
よ
り
も
多
く
の
職
場
で
昨
年
を
上
回
る

賃
上
げ
を
獲
得
し
た
も
の
の
、
会
社
の
経
営
状
況
で
多

く
出
た
と
こ
ろ
と
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
の
差
が
顕
著
だ

っ
た
。
こ
の
辺
り
を
更
に
分
析
を
し
、
2024
春
闘
の
勝
利

に
繋
げ
て
い
く
、
と
総
括
し
た
。
秋
季
年
末
闘
争
方
針

で
は
、
短
期
決
戦
を
基
本
と
し
て
年
収
増
の
闘
い
を
め

ざ
そ
う
、
と
提
起
し
た
。 

 

休
憩
後
、
村
山
青
年
女
性
部
部
長
が
1
年
間
の
活
動

報
告
を
行
っ
た
。
毎
月
の
幹
事
会
、
学
習
交
流
会
の
参

加
、
全
国
交
流
会
な
ど
積
極
的
に
参
加
し
、
定
期
大
会

（
11
月
24
日
）
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。
続
い
て
退
職

者
会
か
ら
飯
塚
事
務
局
長
が
、
総
会
の
開
催
と
11
月
に

一
泊
旅
行
を
企
画
し
て
い
る
、
と
報
告
し
た
。 

                                   
 
 
 
 
 

 

質
疑
で
は
4
名
の
代
議
員
が
発
言
・
討
論
に
参
加
し

た
。
萩
原
代
議
員
（
日
本
工
業
試
験
所
労
組
）、
藤
原
・

田
村
代
議
員
（
ユ
ニ
オ
ン
お
お
さ
か
）、
な
ど
か
ら
①
反

戦
平
和
学
習
に
と
り
く
ん
で
き
た
。
今
後
は
若
い
世
代

に
も
組
合
活
動
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
く
、
②
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
と
消
費
税
に
つ
い
て
、
ま
た
大
阪
万
博
と
カ

ジ
ノ
に
つ
い
て
の
記
載
を
し
て
ほ
し
い
、
③
労
働
組
合

が
あ
る
こ
と
で
会
社
側
に
牽
制
が
出
来
る
こ
と
の
大
事

さ
、
④
連
合
の
春
闘
に
対
す
る
考
え
が
闘
う
姿
勢
に
な

っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
な
ど
の
報
告
・
質
問
な

ど
に
本
部
が
答
弁
し
、
報
告
事
項
、
方
針
案
を
採
択
し

た
。
永
年
役
員
表
彰
式
の
後
、
役
員
を
退
任
す
る
横
田

副
委
員
長
が
「
全
国
一
般
の
組
合
活
動
は
私
の
人
生
で

貴
重
な
財
産
に
な
っ
た
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
た
。 

 

決
議
で
は
尾
崎
執
行
委
員
が
①
反
戦
・
平
和
と
民
主

主
義
を
守
る
闘
い
に
関
す
る
決
議(

案)

を
、
福
井
執
行

委
員
が
②
組
織
の
強
化
・
拡
大
と
争
議
組
合
支
援
強
化

に
関
す
る
決
議(

案)

を
提
案
し
採
択
さ
れ
た
。
争
議
組

合
支
援
、
組
織
・
組
合
へ
の
会
場
カ
ン
パ
を
手
渡
し
全

体
で
激
励
を
し
た
。
大
会
宣
言
採
択
で
は
本
田
執
行
委

員
が
提
起
・
確
認
し
た
。
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
確
認
し
、

道
脇
副
委
員
長
が
閉
会
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
福
島
委

員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
締
め
く
く
り
、
終
日
の
定

期
大
会
が
終
了
し
た
。 

 

大
会
終
了
後
、
会
場
近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
貸
し
切

っ
て
懇
親
会
を
行
っ
た
。
40
名
の
仲
間
が
参
加
。
ま
た
、

多
く
の
来
賓
の
方
々
も
参
加
し
て
会
場
も
盛
り
上
が
っ

た
。 
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全
国
一
般
大
阪
第
64

回
定
期
大
会
開
催
！ 

二
〇
二
四
運
動
方
針
を
決
定
！ 

2023年末 
一時金統一要求 

要求基準 

基準内賃金の 3 ヶ月以上  

闘争戦術 

要求提出日 11 月１日 

回答指定日 11 月８日 

闘いの山場 

11 月中･下旬 

支 払 日 

12月1日を基本に遅

くとも 12 月中旬まで

とする。スト権を確立し

て短期決戦の決着をめ

ざす。 

ユ
ニ
オ
ン
お
お
さ
か
２
０
２
４
年
度
総
会 

標
記
の
大
会
が
10
月
21
日
（
土
）、
エ
ル
お
お
さ
か

南
館
で
、
32
名
の
仲
間
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。
開
会

の
あ
い
さ
つ
を
し
て
、
議
長
を
選
出
し
た
。 

 
 
 

冒
頭
、
道
脇
執
行
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
で
「
政
治
経

済
の
情
勢
、
2023
春
闘
の
結
果
報
告
、
ま
た
、
組
織
強
化

に
つ
い
て
今
年
度
も
前
年
度
同
様
に
200
件
近
く
の
労

働
相
談
に
対
応
し
、
2
単
組
と
13
支
部
が
立
ち
上
が

っ
て
着
実
に
組
織
化
に
繋
が
っ
て
い
て
、
組
合
員
も
少

し
ず
つ
は
増
え
て
い
る
」
と
述
べ
た
。 

報
告
・
議
事
で
は
、
2023
年
度
総
括
を
太
田
書
記
次
長

が
、
2023
年
度
会
計
決
算
報
告
と
2024
年
度
予
算
案
を
岸

田
会
計
が
、
会
計
監
査
報
告
を
飯
塚
会
計
監
査
が
、
2024

年
度
運
動
方
針
案
を
木
下
書
記
長
が
行
っ
た
。
特
に
運

動
方
針
案
で
は
、
2023
春
闘
で
は
、
未
曽
有
の
物
価
高
に

見
舞
わ
れ
た
今
春
闘
は
、
厳
し
い
闘
い
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
多
か
っ
た
と
、
総
括
を
し
た
。
組
織
拡
大
に
つ

い
て
は
「
ユ
ニ
オ
ン
お
お
さ
か
職
場
交
流
会
」
の
こ
と

に
触
れ
て
、
非
公
然
や
若
手
執
行
委
員
が
中
心
に
活
動

し
て
い
て
、
今
後
は
学
習
会
的
要
素
を
多
く
取
り
入
れ

て
知
識
を
深
め
て
い
き
、
青
年
女
性
部
や
各
単
組
と
の

交
流
も
し
て
い
く
、
と
報
告
し
た
。
ま
た
岸
田
政
権
の

軍
事
費
増
税
や
憲
法
改
悪
な
ど
に
反
対
す
る
集
会
や
デ

モ
に
も
ユ
ニ
オ
ン
お
お
さ
か
の
組
合
員
に
も
積
極
的
に

参
加
を
し
て
ほ
し
い
、
と
呼
び
か
け
た
。 

質
疑
応
答
・
採
択
を
し
た
後
、
参
加
者
が
自
己
紹
介

を
行
っ
た
。
そ
の
後
マ
ル
カ
ミ
物
流
支
部
、
都
島
自
動

車
学
校
支
部
、
南
海
グ
ル
ー
プ
支
部
、
共
立
産
業
支
部

な
ど
が
報
告
を
行
い
、
2023
春
闘
の
報
告
と
夏
季
一
時
金

の
報
告
、
年
末
一
時
金
に
向
け
て
の
と
り
く
み
、
厳
し

い
な
が
ら
も
組
織
拡
大
に
努
め
て
い
る
こ
と
述
べ
た
。 

争
議
組
合
報
告
で
は
シ
ー
ク
ス
支
部
、
ア
ク
タ
ス
支

部
が
そ
れ
ぞ
れ
現
状
を
報
告
し
、
カ
ン
パ
の
贈
呈
が
行

わ
れ
、
激
励
し
た
。 

閉
会
の
あ
い
さ
つ
で
田
村
副
委
員
長
が
「
消
費
税
・

社
会
保
険
料
の
増
税
に
対
し
て
み
な
さ
ん
、
も
っ
と
怒

る
べ
き
だ
！
」
と
述
べ
た
。
藤
原
執
行
委
員
の
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ウ
で
締
め
く
く
っ
た
。 

大
会
終
了
後
、
近
く
の
居
酒
屋
「
多
氣
」
で
30
名
ほ

ど
の
仲
間
が
集
ま
っ
て
懇
親
会
を
行
い
、
交
流
を
深
め

た
。 

                   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

当面のスケジュール 

《2023年 11月》 

・11/01(水)18:00 内藤証券労組団交   AP大阪淀屋橋 

・11/03(金)13:45 かがやけ憲法!平和といのちと人権と 扇町公園 

・11/04(土)18:00 木畑議員副議長就任式祝賀会 アゴーラリージェンシー大阪堺 

・11/06(月)14:00 過労死等防止対策推進シンポジウム グランフロント大阪 

18:00 サンプラザ労組情報連絡会  サンプラザ本社 

18:15 第 1回五役会議   全国一般大阪事務所 

・11/07(火)19:00 WEB_サンプラザ労組執行委員会 全国一般大阪事務所 

・11/08(水)18:00 さくら会病院労組団交   大野コミュニティ 

・11/09(木)19:00 青年女性部会計監査   全国一般大阪事務所 

・11/10(金)15:00 阪南地域協議会   サンクスエア堺 

      18:00 委託連合執行委員会   大野コミュニティ 

・11/11～13    第 60回護憲大会 in新潟  新潟県民会館他 

・11/14(火)18:30 京橋駅頭情宣行動   京橋駅周辺  

・11/15(水)18:30  前川労組執行委員会   前川本社 

・11/16(木)13:00 WEB_全国一般評議会四役会議  自治労会館 

・11/17(金)16:00 ユニオンおおさか事務局会議  全国一般大阪事務所 

   18:30 青年女性部幹事会   全国一般大阪事務所 

   19:30 中小労働運動セミナー事務局会議 全国一般大阪事務所 

・11/17～18   関西ブロック一斉労働相談  全国一般大阪事務所 

・11/19～20    退職者会一泊旅行   竹野 後藤温泉 

・11/21(火)15:00 関西ブロック幹事会        全国一般大阪事務所 

・11/22(水)18:30 第 2回執行委員会   全国一般大阪事務所 

・11/23(木)10:00 ハイウェイ管制労組第 18回定期大会 エルおおさか南館 

・11/24(金)19:00 青年女性部第 22回定期大会  PLP会館 4階小 B 

19:00 サンプラザ労組第 12回定期大会 富田林市民会館 

・11/27(月)18:30 全国一般・公民評共同行動委員会 全国一般大阪事務所 

・11/28(火)18:00 さくら会病院労組執行委員会  大野コミュニティ 

・11/29(水)18:30 北大阪地域協議会   全国一般大阪事務所 

止めよう！戦争への道・めざそう！ 
アジアの平和 2023秋、関西の集い 

全国一般大阪の仲間 15名は 10月 21日エルシアターで開催され

た「とめよう！戦争への道 めざそう！アジアの平和 関西の集

い」に参加し結集した 500 名の労働者・市民とともに反戦の声を

あげた。 

集会の冒頭、平和人権センターの米田理事長が緊迫した中東情

勢にふれイスラエルのガザ侵攻阻止を訴えた。続くジャーナリス

ト布施祐仁さんは、「岸田大軍拡の方針を暴く」題して講演した。

布施さんは、防衛費のＧＤＰ比 2％への倍増は増税や社会保障費

の削減を伴い、しかも円安のために当面 43兆円の支出予定が２割

増になること、この大軍拡は台湾有事を想定した日米共同作戦体

制づくりであり、アメリカの国家安全保障戦略に基づき、沖縄を

はじめ日本全土を対中国の戦場にするものであること等々が暴き

出された。 

次に、沖縄平和運動センター議長、山城博治さんが登壇。山城

さんは、熱っぽく、沖縄南西諸島における自衛隊基地建設反対、

沖縄を再び戦場にしない取り組みを訴えた。沖縄では辺野古米軍

基地建設反対で玉置知事を含めオール沖縄で闘っている。建設認

可の反動判決を受け今玉置知事は非常に苦しい立場にあるが、山

城さんは玉置知事を支え米軍辺野古基地建設反対の取り組みを進

めながら、自衛隊基地建設反対・沖縄を再び戦場にしない取り組

みを強化しオール沖縄の取り組みにしていく決意を語った。参加

者一同、布施さん、山城さんの講演を受け大軍拡・戦争（準備）

に反対する決意を固めた。そして扇町公園まで戦争反対のシュプ

レヒコールあげるデモ行進を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地裁・労働員会日程 
◇内藤証券労組 
・追加申立（61号）  2021/10/29 
・第 4回調査（34・61号併合） 2022/ 1/27 
・最終陳述書   2022/12/ 4 
・第 6回あっせん  2023/10/17（次回 11/ 7） 
◇言語交流研究所労組 
・あっせん申請   2022/10/25 
・都労委あっせん  2023/ 9/14（次回 10/24） 

 
◆ユニオンおおさか 
◇マテロックス支部 
・不当労働行為救済申立 2019/ 9/ 2 
・府労委勝利命令  2020/ 5/10 
・会社地裁取消訴訟  2021/ 6/ 7 
・地裁堺支部弁論和解  2022/ 2/15 
・地裁行訴判決   2022/ 2/22 
・控訴事件結審   2023/ 6/23 
・高裁判決   2023/ 9/ 1 

(勝利確定判決) 
◇シークス支部 
・解雇撤回労働審判申立 2019/ 5/14 
・地裁最終弁論   2021/12/17 
・判決・敗訴   2022/ 3/28 
・控訴・高裁   2022/ 4/ 6 
・退職金地裁提訴  2022/11/21 
・高裁判決（棄却）  2022/11/24 

(上告受理申立 12/8） 
・シークス退職金弁論  2023/ 9/22（次回 11/17） 
 
◇アクタス支部 
・第 2回口頭弁論  2023/10/16 (次回 12/22) 
◇サトムラ支部 

・不払残業代等請求提訴 2023/ 9/22（次回 10/27） 
 
 

第 17期 第 6回ユニオンスクールを開催！ 
 「憲法問題～安保三文書と敵基地攻撃能力について～」 
標記のユニオンスクールが 9 月 20 日、PLP 会館 4 階小 B 会議室で開催、全国一

般大阪の顧問である武村二三夫弁護士が、「憲法問題～安保三文書と敵基地攻撃能
力について～」というテーマで 1時間ほど講演をした。なお、当日の参加者は全国
一般と公民評あわせて 20名の仲間が参加をした。 
これまでは「専守防衛」という考え方であったが、岸田政権は「敵基地攻撃能力」

を検討していて、憲法 9条の解釈からすれば違憲であり、専守防衛からすれば、外
国の基地などを攻撃する能力を持つことは当然に許されない。敵基地攻撃能力はな
んとしても阻止しなければならない。また問題になるのが台湾有事に関することで
万が一、日本がミサイルを発すると必ず報復のミサイル攻撃が南西諸島のみなら
ず、日本全土になされる。また、日中間の戦争の危険もある。日本のすべきことは
台湾有事の防止、双方の外交経済関係の強化と現状維持を図ることが大事だ、と強
く訴えていた。 
「戦争は最大の人権侵害」であり、「敵基地攻撃能力」または「反撃能力」を保有

することに反対する、と改めて認識をし、学習を深めた。 

自治労大阪府本部 
第 68回定期大会開催！ 

 
標記の大会が 10 月 7 日、シティプラ

ザ大阪で開催、2023 運動総括、2023 運
動方針、予算、新役員体制を決定した。 
大会は太田代議員（全国一般大阪）が

全国一般の 2023 年度の報告をした。そ
の他 8名が発言、本部答弁後、方針など
を決定した。中野委員長・國眼書記長体
制を確認した。全国一般大阪からは西村
書記次長に変わり、太田書記長が新たに
府本部の執行委員として選出された。 

公共民間評議会 
2024 年度総会開催！ 

 
標記の大会が 9月 24日、PLP会館 4階

小 B会議室で開催、自治労東大阪の前田
議長が司会進行、全国一般大阪から福島
委員長が代表で挨拶を行い、全国一般と
公民評の連携の重要性を改めて述べた。 
活動報告、運動方針、新加盟組合紹介、

その後、自治労府本部の大西副委員長と
中村書記が講演をし、学習を深めた。そ
の後参加者ほぼ全員が懇親会に参加を
し、交流を深めた。 

連合大阪 労働安全衛生セミナー理事会・事業所視察 
標記の理事会・事業所視察が 10月 13日、日本製鉄株式会社関西製鉄所（大阪市

此花区）で開催された。日本製鉄株式会社は日本では最大手、世界トップクラスの
鉄鋼メーカーで本社は東京にあり、世界各地に 15 カ国以上に製造拠点を展開して
いる。関西製鉄所は主に、電車の車輪を製造していて敷地面積は甲子園球場が 14個
分だそうで、見学中の移動手段はマイクロバスを利用した。 
理事会では、報告事項、職場からは安全衛生管理の問題点、よく起こる事故の症

例などとその対処法の説明を頂いた。また、協議・意見交換として連合大阪労働安
全衛生センター「第 18回総会」に向けての運動方針案について協議した。また、学
習会として、関西労働者安全センターの西野参与が「第 14 次労働災害防止計画の
概要」を講演した。労働災害防止計画は 5年に 1回見直されていて、今年がその年
に当たる。政府の視点と労働者の視点を盛り込んだアウトプット・アウトカムの資
料が今年から盛り込まれたと、仰っていた。安全衛生に関することは各々の職場で
も問題になっている事項なので、今後も学習を深めていく。 

 


